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３月末で閉校する油木・神石・豊松中学校の閉校式・閉校記念式典がそれぞれに開催されました。
油木中学校は昭和46年に開校，2,058人の卒業生を，神石中学校は昭和44年に開校，2,006人の卒業生を，

そして，豊松中学校は昭和22年に開校し，3,585人の卒業生を世に送り出しました。
在校生はもちろん，卒業生，保護者，地域の方々にとって，たくさんの思い出が詰まった学校が閉校する

寂しさは計り知れません。しかし，４月からは，それぞれの地域のよき伝統を引き継ぎ，神石高原中学校の
新たな歴史が刻まれていきます。

町内3中学校が閉校
するするする油木油木油木油木・神・神・神・神・神・神石・石・石・豊松豊松中学中学中学校の校の校の閉校閉校閉校式・式・式・閉校閉校記念記念記念記念記念式典式典
伝統と歴史に幕ありが

とう

油木中移転後最初の卒業生と本校最後の卒業生２組の親子

閉校記念碑と並ぶ生徒たち

油木の歴史を振り返った文章を群読

校旗返納

生徒代表お別れの言葉

閉校記念碑を囲む生徒たち

全員で校歌斉唱
豊松中学校「第一応援歌」
「第二応援歌」を合唱　　

在校生・卒業生による合唱

卒業生代表
福本ヒデさん
思い出を語る

２年生が書いた毛筆による横断幕 

本校舎に設置された横断幕

生徒代表お別れの言葉

美
術
部
生
徒
に
よ
る
垂
れ
幕

油木中学校

神石中学校

豊松中学校

閉校記念碑
除幕式
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町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

「在宅医療講演会」を開催しました
２月15日，三和公民館で神石高原町在宅医療推進会議，町立病院，町の主催で，「在宅医療講演会」を開
催しました。
講師に，北広島町雄鹿原診療所所長の東條環樹先生をお招きし，『いきいきと生きて逝くために～自分の

最期を考えること～』と題して，在宅医療の現状や今後の動向，そして自
らの実践に基づいた実例などお話しいただきました。当日は積雪が多く残
るあいにくの天候の中，100人近くの来場者があり，熱心に先生の話を聴
講されました。
現在日本では，約８割の方が病院で亡くなられていますが，患者さん本

人を取り巻く，家族・医療機関・介護職員などが連携して「看取りの文化」
を醸成していくことで，住み慣れた自宅や介護施設で安らかな最期を迎え
ることが出来るということを，ユーモアを交えながら分かりやすく説明い
ただきました。

町では，ふれあい号運行地域を対象に，平成26年度も
公共交通カレンダーを作成し配布をします。ふれあい号
の運行図，運行時刻をカレンダーに表示していますので，
ぜひご活用ください。また，ふれあい号利用などの交通
手段に関する相談を受け付けています。

ふれあい号・タクシーチケットをご利用のみなさまへ

公共交通カレンダーを配布します
平成26年度

バスの運行路線から距離が離れているなど，次の要件にあてはまる方には，タクシーチケットを
交付していますので，平成26年度分の交付を希望される方は申請してください。

＊申請後に審査を行い，該当者へ交付します。
詳しくは，お問い合わせください。

タクシーチケットの交付についてのお知らせ

① 運転免許証を持たない18歳以上の方（学生は除く）
のうち，「ふれあい号」および路線バスの運行路線
から500ｍ以上離れた方。（家族の中に送迎ができ
る方がおられる場合は対象外となります）

　　　【申請場所】総務課および各支所
　　　【交付枚数】年間48枚（月４枚）
② 神石高原町立病院の外科・眼科・整形外科の診療日
が「ふれあい号」の運行日と合わないため，「ふれあ
い号」を利用できない方。

　　　【申請場所】 保健課（保健福祉センター）に外科・眼科・
整形外科の受付表を持って申請し，次
回の診察予定日をお知らせください。

　　　【交付枚数】診察１回につき２枚

③心身の事情で公共交通機関の利用が困難な方。
　　　【申請場所】 総務課および各支所に申請してく

ださい。福祉課・保健課の審査に
より交付します。

　　　【交付枚数】年間60枚（月５枚）

　 追 加 　交付を受けたチケットの全てを利用した方
　　　【申請場所】総務課および各支所
　　　【追加交付枚数】年間10枚

お問い合わせ先　総務課　☎89-3330
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呉の煮しめ
神石高原町食育推進ネットワーク協議会　油木小学校

参考：ひろしま県の味料理集

郷土料理・行事食子どもたちに伝えましょう！毎月19日は食育の日

季節の食材を使って長年食べ継がれてきた郷土料理や行事食をご家庭でよく食べられますか。平成24年
に内閣府が行った『食に関する意識調査』では，郷土料理と行事食を知っている人は48.3％，郷土料理を食
べたり，地場産物を活用している人は，54.5％という結果でした。
学校給食では，郷土料理をできるだけ取り入れて，子どもたちに知ってほしい，食べ親しんでほしいと思っ

ています。その献立の中から『こんにゃくの白あえ』を紹介します。

国民健康保険への届け出はお済みですか？

国民健康保険の自己負担割合について

国民健康保険は，勤務先などの健康保険に加入しても自動的に脱退の手続きは行われません。
国保の脱退は世帯主が届け出をする必要があります。勤務先などの健康保険を脱退して国保へ
加入する場合も同じく世帯主が届け出を行っていただくことになります。

平成26年度から，70歳以上75歳未満の
方の自己負担割合が変更になります。
70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は

その月）から２割（現役並み所得がある方
は３割）となります。
ただし，昭和19年４月１日以前生まれ

の方はこれまでどおり１割負担に据え置か
れます。

●届け出に必要なもの
・国保加入
　 会社の健康保険をやめた証明・印鑑・
年金を受給されている方は年金証書

・国保脱退
　 あらたに加入した健康保険証・現在お
持ちの国保の保険証・印鑑

● そのほかにも，こんなときは14日以内に届け出が
必要です。

・家族の方が増えたときや減ったとき 
・生活保護を受けたとき，受けなくなったとき 
・ 退職被保険者の資格ができたとき，なくなったとき
・住所を変えたとき 
・ 世帯主が変わったとき，または世帯を分けたり一緒
にしたとき

・氏名が変わったとき届け出場所：福祉課または各支所町民課

３割
70歳になるまでは

３割負担
現役並みの所得のある方は３割負担

１割２割

70歳 75歳

昭和19年4月1日以前
生まれの方は
引き続き1割

昭和19年4月2日以降
生まれで70歳になった

翌月から２割

後
期
高
齢
者
医
療

こんにゃく（短冊切り）………………１/２枚
　うす口醤油 ……………………… 小さじ１
　みりん …………………………… 小さじ１
ほうれん草（２㎝） …………………１/２束
にんじん（千切り） …………………… ５㎝
豆腐 ……………………………………１/２丁
白みそ ……………………………… 小さじ２
砂糖 ………………………………… 大さじ１
すりごま …………………………… 大さじ１

■材料（４人分）
こんにゃくの白あえ

■作り方
①  こんにゃくを短冊に切り，ゆでる。醤油，み
りんで下味をつける。
②  ほうれん草，にんじんをゆでて切る。
③  豆腐をさっとゆでて，水切りし，すり鉢です
り，なめらかにする。白みそと砂糖を入れて，
混ぜる。
④  ③にこんにゃくとほうれん草，にんじんを入
れ，すりごまも入れて和える。

ほ とぎ…もち米やも
ち，大豆を煎った
りあげたりして作
る，ひな祭りの時
のひなあられ

ほとぎ

知っていますか？
広島県の郷土料理
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自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

伝
統
料
理
の
継
承
活
動
に
最
優
秀
賞

ハ
ー
ト
の
ガ
ラ
ス
を
探
し
て
ね

神
石
高
原
中
学
校
校
歌
を
披
露
す
る
会

３
月
２
日
、
三
和
公
民
館
で
、
平
成

26
年
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会（
自

衛
隊
父
兄
会
神
石
高
原
町
支
部
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
春
、
本
町
か
ら
自

衛
隊
に
入
隊
さ
れ
る
４
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
激
励
会
で
は
、
町
長
や

県
立
油
木
高
等
学
校
長
、
自
衛
隊
広
島

地
方
協
力
本
部
長
な
ど
の
激
励
の
こ
と

ば
の
後
、入
隊
予
定
者
の
代
表
者
が「
一

日
も
早
く
自
衛
官
と
し
て
、
社
会
人
と

し
て
責
任
感
と
行
動
力
の
有
る
人
間
に

な
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
す
る
決
意

で
す
」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
伝
え
よ
う　
ひ
ろ
し
ま
の
味
コ
ン
テ
ス
ト
」（
ひ
ろ

し
ま
食
育
・
健
康
づ
く
り
実
行
委
員
会
主
催
）で
、
神
石

公
民
館
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
教
室
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
11
点
の
応
募
が
あ
り
、
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ

集「
神
石
高
原
町
残
し
て
お
き
た
い
お
ふ
く
ろ
の
味
」の

作
成
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
料
理
の
指
導
な
ど
の
取
り

組
み
が
伝
統
性
や
地
域
性
に
富
み
、
広
島
県
の
食
文
化
を

よ
く
伝
え
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
度
の
表
彰
と
な
り
ま
し

た
。
表
彰
式
で
は
、「
こ
ん
に
ゃ
く
や
豆
腐
な
ど
の
作
り
方

を
、
写
真
と
細
か
く
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
ま
と
め
て
あ

る
。
こ
ん
な
本
に
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」と
高

町
観
光
協
会
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
名
所
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
認
定
す

る「
恋
人
の
聖
地
」「
恋
人
の
聖

地
サ
テ
ラ
イ
ト
」県
内
５
カ
所
に

「
ハ
ー
ト
の
ガ
ラ
ス
」を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
町
観
光

２
月
６
日
、
４
月
に
開
校
す
る
神
石
高
原
中
学
校

の
校
歌
披
露
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
校
歌

を
作
詞
さ
れ
た
町
観
光
大
使　
福
本
ヒ
デ
さ
ん
ら
を

迎
え
、
新
し
い
中
学
校
の
生
徒
と
な
る
油
木
・
神
石
・

豊
松
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
１
１
４
人
が
、
町
民
の

前
で
一
斉
合
唱
し
ま
し
た
。
校
歌
の
作
詞
を
手
が
け

て
い
た
だ
い
た
森
浩
美
さ
ん
の
講
演
で
は
、「
明
る
い

未
来
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
を
込

め
て
作
詞
し
た
事
な
ど
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
生
徒
代
表
か
ら
は「
笑
い
声
が
響
き
合
い
、
明

る
く
活
力
の
あ
る
学
校
を
目
指
し
た
い
。
校
歌
に
託

さ
れ
た
思
い
や
願
い
を
、
こ
れ
か
ら
の
後
輩
た
ち
に

伝
え
、
新
た
な
伝
統
を
築
い
て
い
き
た
い
」と
決
意
と

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

く
評
価
い
た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は「
年
数
を
重
ね
て
や
っ
て
き
た
こ
と
が

こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
達
成
感
が
あ
る
」と
喜
び
の
表
情
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
が「
聖
地
を
巡
っ
て
ほ
し
い
」と
他
の
県
内
聖
地
や
サ
テ
ラ
イ
ト
に
呼
び
か
け

て
実
現
し
ま
し
た
。
こ
ぶ
し
大
ほ
ど
の
ハ
ー
ト
形
の
置
物
は
、
宮
島
の
霊
火
堂
、
宮

島
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
、
神
石
高
原
町
の
幸
運
仏
堂
、
ガ
ラ
ス
の
里
、
尾
道
の
千
光
寺
公

園
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
と
色
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
て
の
ハ
ー
ト
を
写
真
に
撮
っ
て
、
町
観
光
協
会
に
提
示
す
る
と
、
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に「
恋
人
の
聖
地
」を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

輝 き神 石 高 原 農 委 ７号

７号

輝
き

が
必
要
）

⑵ 

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

 　
現
在
交
渉
中
で
あ
る
が
、
交
渉
内
容
が
全
く
公
表
さ

れ
な
い
状
況
で
国
民
は
良
否
の
判
断
が
出
来
な
い
状
況

で
、
こ
の
ま
ま
交
渉
が
進
行
し
妥
結
後
に
結
果
の
み
の

発
表
で
は
到
底
納
得
の
出
来
る
も
の
で
は
な
い
、
国
民

へ
の
情
報
開
示
を
迅
速
に
行
う
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ

て
頂
き
た
い
。

　

 　
ま
た
、
農
林
水
産
品
の
重
要
５
品
目
が
交
渉
除
外
の

確
約
が
と
れ
な
い
場
合
は
即
刻
交
渉
か
ら
撤
退
す
る
よ

う
、
国
へ
対
し
強
力
に
働
き
か
け
て
頂
き
た
い
。

⑶
広
島
県
の
農
業
普
及
指
導
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　

 　
法
人
・
担
い
手
・
専
業
農
家
を
育
成
し
、
足
腰
の
強

い
農
業
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
農
業
技
術
・
経
営
方
法
の
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

　

 　
し
か
し
な
が
ら
、
県
の
指
導
員
は
近
年
大
き
く
減
少

し
て
お
り
、
農
家
が
期
待
す
る
よ
う
な
対
応
が
出
来
て

い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

 　
広
島
県
へ
対
し
普
及
・
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
よ

う
要
望
願
い
た
い
。　

 

⑷
農
地
中
間
管
理
機
構
創
設
に
伴
う
要
請
つ
い
て

　

 　
現
在
政
府
の
「
規
制
改
革
会
議
」
に
お
い
て
、
来
年

度
よ
り
〔
農
地
中
間
管
理
機
構
〕（
仮
称
）
の
設
置
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に

は
条
件
が
厳
し
す
ぎ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
上
、
現
行
制

度
の
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」「
減
反
政
策
」
の
廃
止

等
が
議
論
さ
れ
て
お
り
デ
メ
リ
ッ
ト
面
が
大
き
く
、
中

山
間
地
域
で
の
農
業
経
営
の
継
続
が
困
難
に
な
る
見
通

し
で
あ
る
。

　

 　
中
山
間
地
域
農
業
に
も
配
慮
し
た
内
容
に
す
る
よ
う

政
府
へ
対
し
強
力
に
要
請
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。

平
成
26
年
度
農
業
施
策
に

 

関
す
る
要
望
書
を
提
出

　
平
成
25
年
11
月
佐
伯
会
長
を
始
め
、
農
業
委
員
各
地
区

の
代
表
お
よ
び
事
務
局
総
勢
７
人
で
牧
野
町
長
に
平
成
26

年
度
、
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
地
法
の
な
か
で
、
農
業
委
員
会
が
農
業
者
の
公

的
代
表
機
関
と
し
て
、
行
政
庁
に
建
議
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
農
業
施
策
に

 

関
す
る
要
望
事
項

１
．
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴ 

農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
対
策
と
特
産
品
の
研
究
開
発

　
① 

地
域
環
境
に
適
応
し
た
、
高
齢
者
に
も
対
応
出
来
る

生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
持
続
性
の
あ
る
特
産
品
の

研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

　
② 

和
牛
繁
殖
頭
数
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
規
生
産
者

の
就
農
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑵
農
地
保
全
と
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　
① 

産
業
課
補
助
事
業
で
、
営
農
組
合
・
中
山
間
地
組
合

等
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
場
合
の
補
助
措

置
を
農
業
生
産
法
人
と
同
一
条
件
に
す
る
こ
と
。

　
② 

野
猿
・
野
猪
等
被
害
防
止
対
策
事
業
の
補
助
対
象
物

品
に
、
金
網
を
加
え
る
こ
と
。

　
③ 

近
年
有
害
鳥
獣
種
類
の
増
加
等
に
よ
り
、
現
状
で
の

対
策
で
は
被
害
防
止
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

 

農
産
物
被
害
の
み
な
ら
ず
、
畦
畔
・
水
路
等
の
被
害

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
恒
久
的
、
抜
本
的
な
被

害
防
止
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑶
農
業
後
継
者
確
保
対
策

　
① 

油
木
高
等
学
校
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
生
徒
で
、
卒
業
後

農
業
へ
の
従
事
希
望
者
と
の
意
見
交
換
会
・
相
談
会

の
定
期
的
実
施
や
、
農
業
者
大
学
校
へ
進
学
し
卒
業

後
町
内
で
農
業
に
従
事
を
希
望
す
る
生
徒
へ
対
し
、

農
業
者
大
学
校
の
授
業
料
の
援
助
等
支
援
体
制
を
講

じ
後
継
者
の
確
保
対
策
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

　
② 

農
業
従
事
希
望
者
の
学
校
卒
業
後
の
受
け
入
れ
先
に

つ
い
て
、
行
政
と
し
て
斡
旋
・
紹
介
等
積
極
的
に
対

応
す
る
こ
と
。

⑷
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
強
化

　
① 

駆
除
班
の
充
実
と
、
自
己
防
衛
策
の
研
究
及
び
補
助

金
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

　
② 

捕
獲
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
・
流
通
施
設
を
整
備
し
、

肉
や
皮
の
商
品
化
と
販
売
体
系
の
構
築
を
行
い
、
地

域
特
産
化
と
捕
獲
者
の
捕
獲
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ

と
。

２
．
公
有
地
の
地
目
変
更
に
つ
い
て

　
県
・
町
道
用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
た
農
地
の
地
目
変
更

手
続
き
が
未
了
で
、
農
地
の
ま
ま
の
箇
所
が
多
数
存
在
し

て
い
る
た
め
早
急
に
地
目
変
更
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

３
．
農
業
委
員
会
へ
の
支
援
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
の
業
務
拡
大
に
伴
い
、
委
員
の
業
務
量
の

増
加
と
、
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
、

農
業
委
員
会
の
活
動
予
算
の
確
保
と
、
実
務
に
精
通
し
た

職
員
の
配
置
及
び
増
員
を
行
う
等
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
。

４
．
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

⑴
集
落
法
人
等
の
育
成
・
推
進
に
つ
い
て

　

 　
地
域
の
実
態
に
即
し
た
集
落
法
人
の
育
成
と
、
地
域

営
農
の
強
化
及
び
集
落
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
た

め
、
農
業
生
産
法
人
の
設
立
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
検

討
を
求
め
る
こ
と
。（
小
規
模
集
落
の
支
援
・
救
済
策

6広報 神石高原 No.113

選挙・議会推薦委員の任期は平成25年12月19日～平成28年12月18日までです。
農協などの推薦による委員の任期は，選出母体によりそれぞれ異なります。＊（　）内は住所地

神石高原町農業委員を紹介します

第
一
選
挙
区　
　

８
名

議
会
推
薦

　
　

４
名

藤井　ヨシ子（近田） 圓道　タミ子（牧）小田　千寿香（下豊松） 小川　玲子（上）

第
二
選
挙
区　
　

12
名

農
業
団
体
推
薦

　
　
　
　

３
名 徳本敬吉（上豊松）

福山市農協
槌原敬司（父木野）
土地改良区

福島道正（父木野）
農業共済組合

神石高原町
農業委員
総勢27名

塚本　尚夫（牧） 大谷　省五（福永）横儀　秋弘（草木） 梶尾　英志（田頭）

若林　宏明（亀石） 光末　幸司（光末） 日下　文子（父木野）

伊勢村　春行（古川） 立原　孝生（井関）伊勢村　正治（相渡） 向　靖弘（時安）

会　長 佐伯　知省（階見）

正木　正二（新免） 赤木　健二（油木）矢田貝　幹輝（油木） 川上　進（近田）

村上　積水（近田） 池田　正敬（笹尾） 橋本　進吾（有木）職務代理 小林　文雄（上豊松）
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輝 き神 石 高 原 農 委 ７号

分
け
て
、
芋
植
え
や
芋
掘
り
を
し
ま
し
た
。
大
き
い

芋
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

で
し
た
。

大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、
女
性
部
が
蒸
か

し
て
み
ん
な
で
試
食
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
芋
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
家
に

持
ち
帰
り
家
族
と
一
緒
に
食
べ
た
り
、
町
内
の
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
に
配
り
、
給
食
や
調
理
実

習
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
も
５
月

下
旬
に
芋
植
え
10
月
下

旬
に
芋
掘
り
の
予
定
で

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
子
ど
も
さ
ん（
小
学
生

以
下
）は
、
農
業
委
員
会

ま
た
は
地
元
農
業
委
員

に
４
月
末
ま
で
に
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
女
性
部
の
取
り
組
み

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
関
心
を
！

〜
遊
休
農
地
を
利
用
し
て

 
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
〜

平
成
25
年
度
神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
女
性
部

は
、
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
と
サ
ツ
マ

イ
モ
を
植
え
収
穫
し
ま
し
た
。

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
解
消
は
、
少
子
高
齢

化
と
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
目
的
は
遊
休
農
地
を
利
用
し

て
、「
子
ど
も
た
ち
が
土
に
親
し
み
、
収
穫
作
業
を

と
お
し
て
農
業
の
喜
び
を
経
験
す
る
」と
い
う
事
で
、

今
回
で
２
回
目
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
三
和
小
学
校
１・
２

年
生
42
人
と
町
内
の
子
ど
も
た
ち
20
数
人
で
２
回
に

神
石
高
原
町
の
農
業
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
や
担
い
手
不
足
、米
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り
、

田
畑
に
雑
草
や
雑
木
が
茂
り
、
猿
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
被
害
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
農
地
を
い
っ
た
ん
遊

休
地
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
耕
作
可
能
な
状
態
に
復

元
さ
せ
る
に
は
、大
変
な
労
力
と
費
用
を
要
し
ま
す
。

「
高
齢
で
耕
作
で
き
な
い
」「
後
継
者
が
い
な
い
」

な
ど
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
貸
し
借
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
12
月
、
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
年
１
回

町
内
の
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
各
地
区
毎
に
農
業
委
員
が
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
荒
廃
農
地
や
遊
休
農

地
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
再
生
利
用
可
能
な
農
地
Ａ

分
類
・
再
生
利
用
困
難
と
見
込
ま
れ
る
荒
廃
農
地
Ｂ

分
類
に
判
定
し
、
Ｂ
分
類
の
再
生
困
難
農
地
は
、
所

有
者
の
同
意
の
も
と
非
農
地
に
す
る
取
組
を
進
め
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｂ分類の農地（再生利用困難と見込まれる荒廃農地）

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

8広報 神石高原 No.113

※詳しくは，JA窓口または農業委員会（☎89-3337）にご相談ください。
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町からのお知らせ

住　

民　

課 

☎
８
９-

３
３
３
４

総
務
課 

☎
８
９-

３
３
３
５

▼ 

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方

法
の
お
知
ら
せ

▼ 

国
民
年
金
後
納
制
度
で

将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

▼ 
行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

手
続
き
は
お
早
め
に
！

◆ 

国
民
年
金
保
険
料
の
１
年
前
納
・
６

カ
月
前
納
・
月
々
の
早
割
納
付
は
、

口
座
振
替
が
お
得
で
す
。
平
成
26
年

度
か
ら
は
、
新
た
に
「
２
年
前
納
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
＊ 
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て

い
る
方
で
引
き
続
き
第
１
号
被
保

険
者
で
あ
る
方
は
、
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
＊ 

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
さ
れ
て

い
る
方
の
口
座
振
替
は
「
毎
月
納

付
（
翌
月
振
替
）」
の
み
の
ご
利

用
と
な
り
ま
す
。

　
＊ 

月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業

日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

◆ 

納
付
書
に
よ
る
、
１
年
前
納
も
割
引

が
あ
り
ま
す
。

　
後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
過

去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限
は
平
成
27
年
９
月

30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

● 

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の「
使
用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た
方
で
、
平
成
16
年
４

月
以
降
分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限（
平
成
26
年
３
月
31
日
）

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
平

成
26
年
４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
な

加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】

　

 

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は
、
10
年
を
超
え
る

た
め
平
成
26
年
４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
行 
政
相
談
と
は
…
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
委
員
が
、
国
を
は
じ
め
と
す

る
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お

聞
き
し
、行
政
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
４
名
の
行
政
相
談
委
員
が
日
々
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
藤　
井　
世
威
子　
（
南
ゆ
き
）

　
樋　
村　
良　
幸　
（
福　
永
）

　
金　
森　
伸　
行　
（
有　
木
）

　
重　
松　
文　
宏　
（
小　
畠
）

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、
第
１
水

曜
日
に
行
政
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

２
名
の
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相談日
時　間 会　場

月 日
４月 ２日

午前
９：30

～

11：30

油木コミュニティセンター
５月 ７日 役場　豊松支所　
６月 ４日 三和公民館　
７月 ２日 役場　神石支所　
８月 ６日 油木コミュニティセンター
９月 ３日 役場　豊松支所　
10月 １日 三和公民館　
11月 ５日 役場　神石支所　
12月 ３日 油木コミュニティセンター
１月 ７日 役場　豊松支所　
２月 ４日 三和公民館　
３月 ４日 役場　神石支所　
※毎月第１水曜日。

＊ 

付
加
保
険
料
は
、
第
１
号
・
任
意
加
入
被
保

険
者
の
希
望
に
よ
り
、
定
額
の
保
険
料
に
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
基
金

に
加
入
の
方
は
、
付
加
保
険
料
は
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
度
（
４
月
〜
３
月
）

の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、
月
額

１
５
，２
５
０
円
・
付
加
保
険
料
は
、

月
額
４
０
０
円
で
す
。
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▼ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

▼ 

一
般
県
道
牧
油
木
線
に
対
向
車
感
知
情
報
板
を
設
置
し
ま
す

▼ 

狩
猟
免
許
取
得
を
お
考
え
の
方
へ

▼ 

平
成
26
年
度
土
地
改
良
補
助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

産　

業　

課 

☎
８
９-

３
３
３
７

建　

設　

課 
☎
８
９-

３
３
３
８

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
堆
肥
な
ど
を
活

用
し
た
土
づ
く
り
と
一
定
量
以
上
の

化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の
軽
減

を
一
体
的
に
行
う
農
業
計
画
を
作
成

し
、
認
定
を
受
け
た
農
業
者
の
愛
称

で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
高
度
な
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
援
対
策
交
付
金
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
各
取
り
組
み

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
環
境
保
全
型

　
農
業
直
接
支
援
対
策
内
容

【
有
機
農
業
】

　
交
付
金
額
：
８
，０
０
０
円
／
10
ａ

【 

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
な
ど
に
取

り
組
む
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
】

 

対
象
と
な
る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ

　

 

主
作
物
の
栽
培
期
間
の
前
後
の
い

ず
れ
か
に
緑
肥
な
ど
を
作
付
け
す

る
取
り
組
み

　
交
付
金
額 

８
，０
０
０
円
／
10
ａ

② 

Ｃ
／
Ｎ
比
率
10
以
上
の
堆
肥
の
施
用

　

 

土
壌
診
断
に
伴
う
施
肥
計
画
に
基

づ
い
て
一
定
量
以
上
の
堆
肥
施
用

を
行
う
取
り
組
み

　
交
付
金
額

 

４
，４
０
０
円
以
下
／
10
ａ

＊
対
象
農
地
の
土
壌
診
断
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
先　
産
業
課
へ
実
施
計
画
書

お
よ
び
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り　
６
月
27
日（
金
）

　
一
般
県
道
牧
油
木
線
の
油
木
高
校
入
口
交
差
点

か
ら
新
入
谷
橋
の
間
に
は
、
急
峻
な
山
や
谷
に
囲

ま
れ
、
道
路
整
備
が
困
難
な
区
間
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
広
島
県
で
は
、
こ
の
区
間
に
お
け
る

安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
、
対
向
車
の

通
行
の
有
無
を
示
す
対
向
車
感
知
情
報
板（
以
下
、

　
す
べ
て
の
野
生
鳥
獣
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
有
害
鳥
獣
な
ど
許
可
捕
獲
す
る
場
合
と
狩
猟

を
す
る
場
合
な
ど
は
、
捕
獲
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
狩
猟
免
許
取
得
の
手
引
き
」
を
各
支
所
お
よ
び
産
業
課
窓
口
に
配
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
狩
猟
免
許
取
得
を
お
考
え
の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
一
定
の
要
件
の
も
と
取
得
費
用
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

● 

補
助
対
象
事
業　
暗
渠
排
水
事
業
・
水
田
明
渠
排
水
事
業
・
小
規
模
基
盤

整
備
事
業・土
地
改
良
事
業（
農
道
改
良・農
道
舗
装・か
ん
が
い
排
水・た
め
池
）

※ 

申
請
か
ら
完
了
ま
で
の
採
択
条
項
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
基
盤
整
備
係
の
実
施
要
領
に
基
づ
く
こ
と

と
し
、
平
成
27
年
３
月
末
日
ま
で
に
工
事
を
完
了
す
る
も
の
。

● 

手
続
き
に
つ
い
て　
指
定
の
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

締
め
切
り　
随
時
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
度
事
業
実
施
分

は
10
月
31
日（
金
）を
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
当
初
予
算
を
上
回
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
場
所　
建
設
課
基
盤
整
備
係
ま
た
は
各
支
所

　

 　
詳
し
く
は
、
建
設
課
基
盤
整
備
係
ま
た
は
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

情
報
板
）と
待
避
所
を
設
置
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
面
平
成
25
年
度
は
、
最
も
通
行
が
困
難
な
区
間
に
2
基
の
情
報
板
を
設

置
し
、
平
成
26
年
3
月
か
ら
運
用
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
以
降
も
引
き
続
き
必
要
な
事
業
を
行
い
、
早
期
に
事
業
が
完

了
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
施
工
者　
広
島
県
東
部
建
設
事
務
所
工
務
第
一
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１
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町からのお知らせ

福　

祉　

課 

☎
８
９-

３
３
３
５

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
（
父
ま
た

は
母
が
重
度
の
障
害
状
態
の
と
き
も
含
む
）
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
促
し
、子
ど
も
の
福
祉
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼ 

ご
存
知
で
す
か
？
児
童
扶
養
手
当
制
度

環
境
衛
生
課 

☎
８
９-

３
３
３
６

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

【
使
用
人
数
の
控
除
】

① 

高
校
や
大
学
な
ど
へ
就
学
し
、
１

年
以
上
町
外
な
ど
へ
居
住
ま
た
は

居
住
予
定
の
場
合

② 

１
年
以
上
、
高
齢
者
施
設
な
ど
へ

入
所
ま
た
は
入
所
予
定
の
場
合

※ 

町
外
な
ど
へ
の
居
住
や
施
設
へ
の
入

所
を
証
明
で
き
る
も
の
を
添
付
し
、

４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

退
院
・
退
所
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
使
用
料
の
還
付
】

① 

年
度
途
中
で
、
６
カ
月
以
上
入
院

ま
た
は
施
設
に
入
所
し
た
場
合
、
使

用
料
を
還
付
し
ま
す
。
退
院
・
退
所

後
に
入
院
・
入
所
を
証
明
で
き
る
書

類
を
添
付
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
く
場
合
に

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
４
月
は
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
算
定
の
月
で
す
。

　
「
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
記
載
人
数
」
に
よ
り
使
用
料
を
算
定
し
、

１
年
間
は
原
則
使
用
人
数
な
ど
の
変
更
は
し
ま
せ
ん
。（
神
石
高
原
町
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
条
例
第
16
条
）
よ
っ
て
、
年
度
途
中
で
の
人
数
の
増
減
に
つ

い
て
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
使
用
人
数
や
料
金
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

そ
の
都
度
の
申
請
に
な
り
ま
す

【
使
用
料
の
減
免
】

① 
地
震
、
風
水
害
お
よ
び
火
災
な
ど

の
不
可
抗
力
で
排
水
設
備
が
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合

② 

死
亡
に
よ
り
使
用
人
数
が
減
員
と

な
っ
た
場
合

※ 

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
減
額
し
ま

す
。

　
該
当
に
な
る
場
合
は
、
速
や
か
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
環
境
衛
生
課
ま
た
は

　
各
支
所
町
民
課

▼ 
農
業
集
落
排
水
使
用
料
算
定
お
よ
び

使
用
人
数
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て

●
支
給
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

も
に
つ
い
て
、
父
、
母
ま
た
は
養
育

者
が
監
護
な
ど
し
て
い
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

• 

離
婚
、
死
亡
、
拘
禁
、
遺
棄
、
未

婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
の

い
な
い
子
ど
も

• 

父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

• 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

※ 

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

（
障
害
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
で
す
。

※ 
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
、

子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
と
き
や
、
受
給
者

と
な
る
人
や
子
ど
も
が
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
な

ど
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
手
当
額

•
子
ど
も
１
人
の
場
合

　

 （
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
支
給
額
。

４
月
よ
り
支
給
額
変
更
予
定
）

　
　
全
部
支
給
：
４
１
，１
４
０
円

　
　
一
部
支
給
：
４
１
，１
３
０
円

 

〜
９
，７
１
０
円

•
２
人
目　
：
５
，０
０
０
円
加
算

•
３
人
目
以
降
：
３
，０
０
０
円
加
算

※ 

受
給
資
格
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
は
支
給
停

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
必
要
な

書
類
な
ど
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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▼ 

託
児
所「
た
ん
ぽ
ぽ
」の

ご
案
内

▼ 

学
童
保
育
の
ご
案
内

福　

祉　

課 

☎
８
９-

３
３
３
５

　
託
児
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
０
歳
か

ら
保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
入
所
（
園
）

前
の
子
ど
も
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
随

時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
場
　
　
所

　
小
畠
総
合
福
祉
施
設
内

 

（
旧
小
畠
中
学
校
）

● 

利
用
対
象
者

　

 

保
育
所
入
所
前
の
乳
幼
児
な
ら
び
に

そ
の
他
必
要
と
さ
れ
る
方

●
開
所
日　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

 

（
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
所
）

●
利
用
時
間　
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

●
月
極
め
預
か
り

基
本
料
金

　
町　
内 

１
月
当
た
り
２
８
，０
０
０
円

　
町　
外 

１
月
当
た
り
４
３
，０
０
０
円

 

※
２
人
目
か
ら
は
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
光
熱
水
費

 

１
月
当
た
り
１
，０
０
０
円

　
給
食
代　
普
通
食　
１
食
２
０
０
円

　
　
　
　
　
離
乳
食　
１
食
１
５
０
円

　
お
や
つ
代　
実
費

●
一
時
預
か
り

●
利
用
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
託
児
所
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
☎
８
９
‐
３
５
７
７

　
町
内
４
カ
所
で
小
学
生
が
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
利
用

申
込
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課 
☎
８
９-

３
３
４
１

▼ 

統
合
中
学
校
建
設
工
事
の
事
故
繰
越
に

係
る
経
過
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
神
石
高
原
町
立
統
合
中
学
校
校
舎
等
新
築
工
事
は
平

成
25
年
6
月
17
日
に
契
約
を
行
い
、
工
事
を
施
工
し
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
2
月
14
日
朝
方
か
ら
15
日
ま
で
の
関
東
地

方
で
の
大
雪
に
よ
り
、
本
工
事
に
使
用
す
る
屋
根
材
の

加
工
を
行
う
工
場（
埼
玉
県
深
谷
市
）の
屋
根
が
崩
落
し
、

本
工
事
に
納
品
予
定
の
製
品
が
破
損
す
る
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
屋
根
工
事
お
よ
び
足
場
下
部
の
外
構
工

事
な
ど
は
一
時
中
断
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
工

事
は
完
成
さ
せ
、
統
合
中
学
校
を
４
月
１
日
に
予
定
ど

お
り
開
校
い
た
し
ま
す
。

　
残
さ
れ
た
工
事
に
つ
い
て
は
、
製
品
が
確
保
さ
れ
次

第
、
引
き
続
き
工
事
を
行
い
、
5
月
末
を
目
処
に
完
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
寄
宿
舎
に
つ
い
て
は
当
初

の
計
画
ど
お
り
竣
工
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
的
な
労
務
費
や
資
材
費
の
高
騰
で
、
校
舎
建
設

に
係
る
入
札
が
不
調
に
終
わ
る
な
ど
、
当
初
よ
り
事
業

●実施場所など

地区 実施場所

保育時間

利用料 問い合わせ・申込先平 日 土曜日･夏･
冬･春休み

油木 やまびこクラブ油木館
（油木小学校総合学習棟）

放課後

～

午後６時

午前８時

～

午後６時

平日　200円

土曜・夏休み
など
300円

入所時　500円

シルバー人材センター
☎89-0121

神石
やまびこクラブ神石館
（神石高原町トレーニング
センター）

シルバー神石事務所
☎89-4081

豊松 やまびこクラブ豊松館
（豊松老人福祉センター）

シルバー豊松事務所
☎84-2267

三和 やまびこクラブ三和館
（旧小畠中学校・わらべ）

シルバー三和事務所
☎85-2500

計
画
が
順
調
で
な
く
、
併
せ
て
今

回
の
雪
害
に
よ
る
遅
延
を
招
い
た

こ
と
は
教
育
委
員
会
と
し
て
誠
に

遺
憾
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
心

配
を
お
か
け
し
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
安
全
対
策
に
万

全
を
期
し
、
一
刻
も
早
い
完
成
を

目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

利
用
で
き
る
人

　

 

町
内
小
学
生
で

保
護
者
が
昼
間

家
庭
に
い
な
い

児
童
な
ら
び
に

そ
の
他
必
要
な

児
童

● 

保
育
内
容

　

 

宿
題
・
生
活
習

慣
指
導・遊
び・

読
書
・
音
楽
・

制
作
（
工
作
）・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

　

 

夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中

は
、
楽
し
い
行

事
も
取
り
入
れ

な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

● 

休
館
日

　

 

日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
、
警

報
の
出
た
日
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場情報政策室「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

賃
貸
住
宅
を
契
約
す
る
と
き

賃
貸
住
宅
の
契
約
を
め
ぐ
り

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
や
解
決

の
た
め
に
、
次
の
事
を
知
っ
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

仲
介
業
者
に
賃
貸
住
宅
を
案

内
し
て
も
ら
い
、
そ
の
部
屋
が

気
に
入
る
と
、
入
居
申
し
込
み

2月16日，二幸体育
館で三和スポーツ少年
団第36回卓球大会が
行われました。昨年同
様スポ少OBの三和中

学校の生徒にも手伝ってもらい，団員33人がこれ
までの練習の成果を力いっぱい発揮し熱気あふれ
る大会となりました。
新年度スポーツ少年団では団員を新たに募集し

ます。卓球のほかにも種目がありますのでスポー
ツを一緒に楽しみましょう！ （三和スポーツ少年団　卓球部）

2月18日，神石公
民館で第４回簡単！
英会話教室を開催し
ました。この日は，
「自分のことを話す」
ということで，受講
者それぞれの趣味に
ついて英語で会話をする練習を行いました。楽し
く笑い声が絶えず終始和やかな雰囲気の教室でし
た。皆さんも，英会話にチャレンジしてみません
か？ （神石公民館）

２月２日，油木体
育館で神石高原町バ
ドミントン大会が開
催され，日頃の練習
の成果を発揮し，熱
戦が繰り広げられま
した。団体戦，個人
戦（男子ダブルス），
個人戦（女子ダブルス）各部とも，神石地域体協
が優勝し，秋に開催される県民体育大会へ出場し
ます。 （体協バドミントン部）

三和スポ少卓球大会&新入団員募集！

神石高原観光検定がありました

簡単！英会話教室

神石高原町バドミントン大会
2月23日， 第1回

神石高原観光検定を実
施し，町内外32人の
方が受験されました。
検定は町の観光名所や
歴史，文化，自然など

から50問出題し，合格された方には，合格証書，
認定カード，4仙人特製バッジを，成績優秀者に
は「観光マイスター」として顕彰し，こうげん通
貨を贈ります。皆さんの，次回の受験をお待ちし
ています。 （神石高原町観光協会）

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

3
月
31
日（
月
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
神
石
支
所

4
月
24
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
豊
松
支
所

新
年
度
よ
り
相
談
日
を
第
４
週
の
木
曜
日
に
変
更
し
ま
す

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

を
す
る
た
め
に「
申
込
金
」を
払
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
金
を
預
か
っ
た
仲
介
業
者
は
、
申
し
込
み
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も

返
還
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
遠
隔
地
な
ど
で
、
物
件

を
実
際
に
見
る
こ
と
も
な
く
契
約
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

借
り
る
部
屋
や
物
件
の
状
態
を
見
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
周
辺
環
境
利
便
施
設
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
、
広
告

や
人
の
話
に
頼
ら
ず
自
分
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
部
屋
を
見
な
い
で
契
約
す
る
こ
と
は
自
ら
ト
ラ
ブ
ル

の
種
を
ま
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
借
主
に
不
利
な
特
約
が
あ
っ
て
も
貸
主
は
そ
の

修
正
や
削
除
に
応
じ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
特
約
の
内

容
は
十
分
に
確
認
、
理
解
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
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まちづくり推進課　☎89-3332

から

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2250）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

3月・4月の休日当番医
18
19

22

25
26
27
28

3

4
5

8
9
10
11

12

15
16

18
19

22
23
24
25

26

304 日

日

日

日

火

6

13

20

27

29

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

神石高原町立病院

3 日

金

日

日

16

21

23

30

鈴木クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

3月

4月

３
月

４
月

15 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

16 日
17 月
18 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
糖尿病予防講演会 13：30～15：00（小畠交流会館）
 問保健課 ☎ 89-3366

19 水
20 木 保育所開放 10：30～ 11：30

 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
ミニおひさま広場たかふた 10：30～ 14：00
（さんわ総合センター） 問おひさま広場 ☎ 82-2250

21 金
22 土
23 日 幸運仏春の大祭 問幸運仏 ☎ 84-2239
24 月 離乳食教室 10：00～ 12：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課☎ 89-3366
一般健康相談 13：30～ 15：00
 （保健福祉センター）問保健課☎ 89-3366

25 火 保育所開放 10：00～ 11：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
運動のひろば 13：30～ 15：00 （小畠交流会館）

問保健課☎ 89-3366
26 水 おひさま広場　おやこビクス 10：30～ 11：30

 （シルトピアカレッジ図書館）
 問おひさま広場 ☎ 82-2250

27 木
28 金 育児相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課☎ 89-3366
29 土 神石高原マルシェ 9：00～ 16：00

（さんわ 182ステーション芝生広場） ～ 30日（日）
 問神石高原マルシェ実行委員会 ☎ 82-0288

30 日
31 月 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場神石支所）

 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
1 火
2 水 行政相談会 9：30～ 11：30

（油木コミュニティセンター） 問総務課 ☎ 89-3330
3 木
4 金
5 土 町内保育所入所式

絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

6 日
7 月 町内小・中学校入学式
8 火 どんぐり幼稚園入園式

油木高校入学式

9 水
10 木 保育所開放 10：30～ 11：30

 （油木保育所）問☎ 82-0906
11 金
12 土
13 日 2014 車輪村 （豊松小学校他）

 問遊源開者えんじん ☎ 090-1182-7741
14 月
15 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
16 水 保育所開放 10：00～ 11：00

 （くるみ保育所）問☎ 85-3329
17 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30～ 14：00

（来見ふれあいプラザ）問おひさま広場 ☎ 82-2250
運動のひろば 13：30～15：00
（油木コミュニティーセンター）
 問保健課 ☎ 89-3366

18 金 保育所開放 10：30～ 11：30
 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課☎ 89-3366

19 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

20 日
21 月 心の健康相談 13：00～ 15：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課☎ 89-3366
22 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

23 水 おひさま広場　ほっとカフェ 10：30～ 11：30
 （シルトピアカレッジ図書館）
 問おひさま広場 ☎ 82-2250

24 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場豊松支所）
 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088

25 金
26 土
27 日 下帝釈峡渓谷コンサート（花面公園）

 問ながの村 ☎ 86-0215
春だ！タワーだ！春の大記録大会
（とよまつ紙ヒコーキ・タワー）
 問㈱日本折り紙ヒコーキ協会 ☎ 084-961-0669
フリースペース日曜市 10：00～ 15：00
（さんわ 182ステーション芝生広場）
 問NPO法人菜の花プロジェクト ☎ 85-3358

28 月
29 火 帝釈峡神龍湖湖水開き

（神龍湖畔・トレイルセンター「しんりゅう湖」）
 問帝釈峡観光協会☎ 08477-2-0525
仙養ヶ原ふれあい春祭り週間 ～ 5 月 6日（火）
 問仙養ヶ原ふれあいの里 ☎ 82-2823

30 水 新米ママのクッキング 10：00～ 12：30
（保健福祉センター）（要予約）問保健課☎ 89-3366

平成26（2014）年3月/4月行事カレンダー
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薪炭用材の伐採，落葉の採取などを通じて，地域住民に継続的に利用されることに
より，維持・管理されてきた里山林の保全管理や資源を利用するための活動に対して，
支援が受けられる場合があります。

●支援を受けるには？
１．  活動組織，構成員：活動組織の構成員は，地域住民，森林所有者など地域の実情

に応じた方（３人以上）で構成してください。
 ※自治振興会，NPO法人など。なお，活動組織としての規約の作成や区分経理が必要となります。
２．  対象森林：本交付金の算定対象森林は，活動を行う時点において森林経営計画
（森林施業計画）が策定されていない森林とします。

３．  活動計画書：活動組織名，所在地，取組の背景および概要，３年間の活動計画，
年度別の取組内容，計画図，委託内容などを記載した計画書を作成してください。

　助成額は，事業タイプで異なります。
　詳しくは，産業課振興係へお問い合わせください。

平
成
26
年
度「
森
林
・
山
村
の
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
」（
国
庫
補
助
事
業
）の
ご
案
内

特
集

お
問
い
合
わ
せ 

産
業
課 

☎
８
９
‐
３
３
３
７

英語コンテスト

卒業演奏会 学習成果発表会

２月19日，１年レシテーション（暗唱）コンテスト，２年スピーチコンテ
ストを実施しました。レシテーションコンテストとは，200語程度の英文を
暗唱するもので，普通科・産業ビジネス科合わせて代表13人が発表しまし
た。スピーチコンテストは，各自が設定したテーマに沿って300～400語程
度の英文原稿を作り，発表するものです。今年度は〝My School Life〞 〝My 
Dream〞 〝Why I study English〞 〝Garbage Issue〞といったテーマで，代表
９人が発表しました。

１月24日，３年生器楽選択者による卒業演奏会が
開かれました。ギター，キーボードなどそれぞれが練
習を積んできた楽器を使い，練習の成果を披露しま

２月12日，油木山村開
発センターで，平成25年
度学習成果発表会が行われ
ました。普通科１年は，総
合的な学習の時間で実施し
た福祉体験実習で学んだこ
とを，２年はインターン
シップで学んだことを，産
業ビジネス科は「ナマズ養
殖にかける私たちの夢と地
域の将来」を発表しました。
保護者・地域の方々，神石
中学校・油木中学校の生徒
さん，多くの来賓の方々が参加される中，生徒たちは
緊張した様子でしたが「学んだことを伝えたい」とい
う意欲の伝わる会となりました。

荒れている里山林や　
竹林の手入れをしたい

【地域環境保全タイプ】
・里山林景観を維持するための活動
・侵入竹の伐採・除去活動

【森林資源利用タイプ】
・集落周辺の広葉樹などの搬出活動

【森林空間利用タイプ】
・森林環境教育の実践

薪など地域の資源を活用
して，山村を活性化したい

子どもたちに，森林の中
で自然体験させたい　　

した。「緊張して指が思
うように動かなかった
けれど楽しかった」「進
路のためにもピアノは
大切。器楽を選択して
よかった」「合奏でチー
ムとしてやれてよかっ
た」と授業を振り返っ
ていました。『最後の授
業』で先生と記念撮影
をしたり，振り返って
しんみりしたりする姿
も見られました。
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ジ ャ ー ナ ル図書館だより

だ
よ
り

今月の特設展示は『入学・卒業特集』です

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・3（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

SUN MON TUE WED THU FRI

* * 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2014 April4

24
31

23
30

日
本
で
は
年
間
３
万
人
、
広
島
県

で
は
約
６
０
０
人
以
上
の
方
が
、
自

ら
の
命
を
絶
ち
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
は
諸
外
国
と
比
較
し
て
み

て
も
自
殺
者
が
多
く
、
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
３
月
は
、
進
学
や
就
職
、
転

勤
な
ど
、
環
境
が
大
き
く
変
動
す
る

時
期
な
の
で
、
自
殺
者
が
増
え
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
気
分
が
落
ち
込
ん
で
元
気
が
で

な
い
」「
身
体
が
だ
る
く
食
欲
が
な

い
、眠
れ
な
い
…
」そ
れ
は
、心
が「
助

け
て
！
」と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
状

態
で
す
。　

あ
な
た
の
心
は
、
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
ま
せ
ん
か
。
あ
る
い
は
、
あ
な
た

の
ご
家
族
、
友
人
、
同
僚
、
大
切
な

人
か
ら
、
心
の
悲
鳴
は
聞
こ
え
て
き

ま
せ
ん
か
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
心
の

声
、
そ
し
て
ま
わ
り
の
人
の
心
の
声

に
、
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
切
な
人
を
自
殺
で
な
く
さ
な
い
た
め
に

　
ま
た
、
国
や
県
が
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
広
島
い
の
ち
の
電
話

　

24
時
間
対
応

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
４
３
４
３

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

24
時
間
対
応
・
無
料

　
☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
専
門
的
な
対
応
も

選
べ
ま
す
。（
外
国
語
含
む
）

●
相
談
窓
口

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

～家族関係相談～
　 精神保健福祉士による個
別相談です。地域や職場・
学校での人間関係にお困
りの方，ご相談ください。

～心の健康相談～
　 精神科医による個別相談
です。疲れやすい，不眠
など心配な方，ご相談く
ださい。

　だんだんと暖かくなり，春が近づいてきましたね。
　3月は幼稚園や保育所，小中学校，高校でも卒業，また入学に向けて
いろいろと忙しく，希望や不安に胸を膨らませる時期でもあります。
　図書館では現在，入学・卒業をテーマとした特設展示を行っています。
入園・入学を迎えるお母さん向けの手づくり小物やお弁当づくりの本，
これから中高生になる方に向けたアドバイスや学習本，卒業を機に社
会に出る新社会人向けのマナー本や自己啓発本など，多数の資料を展
示しています。
　皆さん，ぜひ図書館へお越しください！

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？

　図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを
一カ月に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各公民館,支所に
も配布していますので，ぜひご活用ください。

17 2014  3月号

お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366



お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

宇
根
か
た
く
り
ま
つ
り

　
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
「
か
た

く
り
」
の
可
憐
な
花
が
と
て
も
き
れ
い

で
す
。
ま
た
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
純

白
の
水
芭
蕉
の
花
も
観
賞
で
き
ま
す
。

土
・
日
に
は
飲
食
が
で
き
る
売
店
も
開

き
ま
す
。

（
時
）
4
月
12
日
（
土
）
〜
20
（
日
）

　
　

 

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
ご
ろ

（
場
）
宇
根
か
た
く
り
の
里

 

（
府
中
市
上
下
町
矢
野
）

（
問
）
宇
根
か
た
く
り
の
里

 

代
表　
宮
田

　
　
☎
０
９
０
‐
２
０
０
８
‐
４
７
１
６

長
期
療
養
児

療
育
相
談
に
つ
い
て

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の

お
知
ら
せ

第
16
回
春
の
神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所
で

は
、
慢
性
疾
患
な
ど
で
長
期
に
療
養
さ

れ
て
い
る
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族

な
ど
を
対
象
に
、
保
健
師
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
ま
す
。（
要
予
約
）

●
日
時　
奇
数
月
第
１
水
曜
日

　
5
月
7
日
、7
月
2
日
、9
月
3
日
、

　
11
月
5
日
、
平
成
27
年
1
月
7
日
、

　
3
月
4
日

＊
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3
時

●
場
所　
広
島
県
福
山
庁
舎
第
３
庁
舎

●
相
談
料　
無
料

● 

申
込
締
切　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

　
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

 

内
線
２
４
１
８

　
一
定
の
収
容
人
員
以
上
の
事
業
所
で

は
、
防
火
管
理
者
を
定
め
、
消
防
計
画

を
作
成
し
、
消
防
計
画
に
基
づ
く
消

火
・
通
報
・
避
難
訓
練
の
実
施
、
そ
の

他
防
火
上
必
要
な
設
備
の
点
検
や
維
持

管
理
な
ど
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
日
時　
4
月
24
日（
木
）〜
25
日（
金
）

 

午
前
9
時
50
分
〜
午
後
4
時
40
分

●
場
所　
福
山
消
防
合
同
庁
舎
２
階
講
堂

 

（
福
山
市
沖
野
上
町
5
丁
目
13
番
28
号
）

●
受
講
人
員　
１
１
０
人
＊
先
着

●
申
込
期
間　
4
月
1
日
（
火
）
〜

 

4
日
（
金
）

●
お
申
し
込
み
先　

　
（
一
財
）
広
島
県
消
防
設
備
協
会

　
　
℻
０
８
２
‐
２
４
９
‐
９
４
１
０

●
お
問
い
合
わ
せ
・
案
内
等
配
布
先

　
消
防
局
予
防
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

　
各
消
防
署
・
分
署
・
各
出
張
所

　
テ
ー
マ
は
神
石
高
原
の
「
粉
も
ん
」

で
、
町
内
特
産
の
そ
ば
粉
や
米
粉
、
旬

の
食
材
を
使
っ
た
「
粉
も
ん
グ
ル
メ
」

が
登
場
し
ま
す
！

●
日
時　
３
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

● 

場
所　
さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
芝
生
広
場

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

　
　
☎
８
２
‐
０
２
８
８

３月１日現在　（　）内は前月比

人口 10,205 人 （－５）
 男 4,865 人 （＋１）
 女 5,340 人 （－６）
世帯 4,134 世帯 （－１）

人 口 と 世 帯

神石高原町立病院では，“まめくら
ぶ”（神石高原町立病院健康学習
会）を２カ月に１回開催しています。
毎回テーマを変えて，専門の医師
やスタッフにより，広く地域の皆
さんに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。
＊お問い合わせ
　神石高原町立病院☎85-2711
　（看護部長）池田美智子
　（栄 養 室）渡辺　久子

開催日
３月25日㈫　10時～
 ※奇数月の開催になります。

神石高原町立病院
健康学習会

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会の場
で，今まで実施した「まめくらぶ」の内容で学
習会講師の派遣依頼をお受けしております。
くわしくは，上記担当者までご連絡ください。

内　容
『骨粗鬆症について』

担　当
放射線室 室長　池田　安美

まめくらぶ
開催のご案内

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　３月31日

3 月 の 納 税
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内
４月の免許更新日は
４日（金），18日（金）です。
４月18日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，５月2日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故 2件
物損事故 16件

盗難　　　１件

２月分新入園児・新入学児童の
 交通事故防止
【保護者の皆さんへ】
　もうすぐ新入園・新入学時期を迎えますが，心配なのが交通事故です。
　特に小学１年生は，はじめて親から離れ，一人で道路を歩くことが予
想されます。
　入学前にお子さんと一緒に通学路を歩いていただき，子どもの目線で
危険な箇所（民家の塀による死角や左右が見えにくい交差点など）を確
認し
　● 見えにくい場所では，止まって左右の安全確認を必ず行う
　● 信号が青になっても，車が止まったことを必ず確認して横断歩道を渡る
など安全な通行の方法を教えてあげてください。

【地域の方，ドライバーの方へ】
　子どもは大人を見ています。地域住民の皆
さんが交通ルールを守り，子どものお手本と
なってください。
　また，ドライバーの方は通学路や学校周辺
を通行する場合は，子どもの飛び出しを予測
して，速度を落として運転しましょう。
　子どもをやさしく見守り，「思いやり」の
気持ちを持った運転を心掛けましょう。

 

名
　
前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

阪さ
か　

口ぐ
ち　

凌り
ょ
う　

雅が　
（
井
関
大
矢
）

横よ
こ　
山や
ま　
武た
け　
虎と　
（
な
が
の
村
）

高た
か　

尾お　
珠じ

ゅ　
梨り　
（
下
豊
松
）

江え　
草ぐ

さ　
日ひ

向な

太た　
（
城

山
）（

敬
称
略
）

 

名
　
前 

（
自
治
振
興
会
） 

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）

竹た
け　

上う
え　

保や
す　

子こ　
（
井
関
大
矢
） 

85
歳

田た　
房ぶ

さ　
智ち

惠え

子こ　
（
高

蓋
） 

91
歳

青あ
お　
山や
ま　
サ
ズ
エ　
（

上

） 

83
歳

鈴す
ず　

木き　
ス
ミ
子こ　
（
福

永
） 

89
歳

大お
お　

塚つ
か　

　
　
宏ひ

ろ
む　

（
南
ゆ
き
） 

83
歳

横よ
こ　
山や
ま　
美み

代よ

子こ　
（

牧

） 

58
歳

赤あ
か　

迫さ
こ　

千ち

鶴づ

恵え　
（
田

頭
） 

51
歳

赤あ
か　
木ぎ　
智ち

惠え

子こ　
（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
） 

96
歳

藤ふ
じ　
田た　
和か
ず　
惠え　
（
い
ち
ば
） 

83
歳

東あ
ず
ま　

　
　
勇い
さ　
夫お　
（
有

木
） 

95
歳

（
敬
称
略
）

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」県
内
一
斉

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ

ス
）
で
は
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
を
利

用
し
た
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　
4
月
12
日
（
土
）

 

午
後
1
時
〜
4
時

●
場
所　
小
畠
交
流
会
館

●
定
員　
6
人

　

 （
先
着
順
・
予
約
制
・
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

●
相
談
時
間　
1
人　
30
分

●
予
約
開
始
日　
3
月
31
日
（
月
）

●
予
約
先　
法
テ
ラ
ス
広
島

　
平
日 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
受
付

※ 

収
入
な
ど
が
一
定
額
以
下
の
方
が
対

象
で
す
。
相
談
内
容
は
、
民
事
・
家

事
事
件
で
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
も

の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
法
テ
ラ
ス
広
島
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
法
テ
ラ
ス
広
島

　
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
８
５
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神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

笹 尾 自 治 振 興 会

笹
さ さ

木
き

　春
は る

夫
お

さん

地
元
の
裏
方
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

高
校
を
卒
業
さ
れ
て
以
来
、
仕
事
一
筋
で
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
笹

木
さ
ん
。
現
役
時
代
に
は
、
主
に
電
子
機
器
製
品
の
設
計
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
、
朝
早
く
に
自
宅
を
出
て
、
夜
遅
く
ま
で
働
く
生
活
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
の
を
機
に
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
が
始
ま
り
、
ど
ち
ら
も
中
途
半
端
に
な
る
こ
と
が
嫌

に
な
り
、
平
成
22
年
、
定
年
ま
で
10
年
近
く
を
残
し
て
、
仕
事
を
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
当
時
は
周
囲
の
認
知
も
少
な
く
、
大
き
な
活
動
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
は
少
し
ず
つ
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
、
集
落
支
援
員
、
地
籍
調
査
協
力
員
、「
と
よ
ま
つ
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
事
務
局
を
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
狩
猟
免
許
を
取
得

さ
れ
、
今
年
か
ら
は
駆
除
班
と
し
て
活
動
さ
れ
る
予
定
も
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
の
他
に
も
地
元
公
民
館
事
業
と
し
て
、
昔
か
ら
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
経
験
を
生
か
し
、
豊
松
中
学
校
バ
レ
ー
部
で
の
週
１
回
の
指

導
や
、
振
興
会
で
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど
も
行
わ
れ
、
今

や
地
域
活
動
に
欠
か
せ
な
い
人
材
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
活
動
す
る
中

で
、
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
を
聞
く
と
、
う
れ
し
く
あ
り
が
た
い
の

と
同
時
に
達
成
感
が
あ
る
。
人
と
の
つ
な
が
り
も
広
が
り
、
と
て
も

充
実
し
た
生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
利
益
が
目
的
で
は
な

く
公
益
的
な
場
で
、
裏
方
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
広
く
地
元
に
協
力
し

た
い
」と
話
さ
れ
る
笹
木
さ
ん
。
謙
虚
さ
の
中
に
地
域
を
支
え
る
力

強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

No.47

神石高原町

生き活き
ネットワーク

大
おお

田
た

　弥
ひさ

那
な

ちゃん（井関大矢）

永
なが

谷
たに

　真
ま

里
り

奈
な

ちゃん（父木野）

久
く

吉
よし

　修
しゅう

平
へい

ちゃん（小畠）

前
まえ

川
かわ

　誠
せい

太
た

朗
ろう

ちゃん（福永） 入
いり

江
え

　大
たい

晟
せい

ちゃん（南ゆき）

三
み

輪
わ

　春
はる

樹
き

ちゃん（いちば）
☆親の願い　元気がいちばん！

☆親の願い　高原町の皆さん世話
好きなうちの姫をヨロシク。

☆親の願い　わが家の元気の源で
す。いつもありがとう。

☆親の願い　兄弟仲良く，元気
いっぱい大きくなぁれ！

☆親の願い　思いやりのある子に
育ってね。

☆親の願い　そのまんま大きく
なってね。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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